
様式１ 

兼 業 依 頼 状・兼 業 承 認 申 請 書 
令和　４年 ２月 ３日

国立大学法人金沢大学長  殿 

下記により、貴学職員に兼業等を依頼したいので、よろしくお取り計らい願います。 

機関等名称 社団法人 ××××学会

代 表 者 石 川 五 郎  

○1 機関等

の種類 

□国、独立行政法人、国立大学法人、地方公共団体、国・地方公共団体関係機関等

□学校法人（国・地方公共団体設置のものを除く。）

□医療事業（国・地方公共団体設置のものを除く。）

■その他（事業内容：××××学に関する研究発表、知識の交換、会員相互及び内外の関

連団体との連携協力を行うことにより発展と普及を図る） 

○2 機関等

所在地・

事務担当

住所：〒×××－××××

石川県金沢市××××

担当者所属・氏名：総務部・×××× Email：なし

TEL：０７６－９９９－××××   FAX：０７６－８８８－××××

○3 兼業等

依頼職員

所 属 附属病院  職 名 准教授

氏 名 金沢 五郎

○4 依頼す

る役職名

□非常勤講師 □非常勤医師

■その他（具体的に：編集委員）

○5 報 酬 □有 □月収 □年収 □1 回 □1時間 □その他（ ） 円

■無（旅費等実費のみの場合も含む。）

○6 職務の

形態 

□毎週 曜日 □毎月 回 □年 回 ■期間中 ２ 回 

□その他（ ） 

１回当り ４時間 分（ 時 分～ 時 分） 

○7 兼業先

の職務内

容 

□「 」の講義を行う。 

□「 」の診療を行う。 

■その他

（具体的に：××××学会発行の雑誌「××××学」の企画・編集を行う。）

○8 兼業予

定期間 

■兼業承認日から
令和 ５年 ３月 ３１日まで 

□令和 年 月 日から

○9 本依頼状に対する金沢大学長からの回答文書 ■不要 □要（返信用封筒を添付してください。） 

○10 上記兼業等依頼について外部から開示請求があった場合、開示して差し支えあるものにチェックしてく

ださい。  □法人名（代表者・事業内容を含む） □役職名 □職務内容 

※兼業従事者記入欄

上記兼業について、国立大学法人金沢大学職員兼業規程により、

【□所定労働時間外 □所定労働時間内（兼業規程第１２条に該当）】で従事したいので、承認を申請し

ます。

令和 年 月 日 

 ふりがな 

氏 名  　生年月日  年 月 日生

上記の兼業を承認する。 

令和 年   月   日 

国立大学法人金沢大学長 山 崎 光 悦 

（公 印 省 略） 

兼業承認番号



兼業等の依頼状に係る記入上の注意事項 

１ 最上段には、依頼日付・機関等名称・代表者の名前を記入願います。 

 なお、機関等名称と兼業従事先の名称が異なる場合、機関等名称の下に括弧書きで名称を記入願い 

ます。

２ ○1 欄は、貴機関の種類を下の４つからお選びください。

 なお、その他については事業内容を記入願います。 

（例）その他（事業内容：☆☆の助成、□□の調査研究等） 

３ ○2 欄は、貴機関の所在地、担当者所属・氏名、電話番号、FAX 番号及びメールアドレスを記入願いま

す。 

４ ○3 欄は、兼業等を依頼したい教職員の氏名、所属部局等及び職名を記入願います。

５ ○4 欄は、依頼予定の本学教職員が行う兼業等の役職名をチェックしてください。

 なお、その他については、職名を具体的に記入願います。 

（例）その他（具体的に：△△△△△委員会委員、理事等） 

６ ○5 欄は、報酬の有無をチェックし、有の場合、その形態をチェックするとともにその金額（予定でも

かまいません。）を具体的に記入願います。 

７ ○6 欄は、依頼される職務の形態に応じ、選択の上回数及び従事時間を記入願います。なお、不定期

の場合は、概ね予想される回数及び 1回当たりの時間数を記入願います。 

８ ○7 欄は、非常勤講師の場合は、具体的な講義名を記入願います。非常勤医師の場合は、具体的な診療

科名を記入願います。その他の場合は、具体的な業務内容を記入願います。 

（例）非常勤講師 □「環境学」の講義を行う。 

非常勤医師 □「小児科」の診療を行う。 

委員会委員等□その他 （具体的に：△△△△△委員会に出席し、指導・助言を行う。） 

９ ○8 欄は、依頼する期間の始期及び終期を記入願います。なお、貴機関からの依頼が遅れた場合は、そ

の始期を本学承認日とさせていただく場合がありますので、あらかじめ了承願います。また、予定期間

が１年を超える場合、必ず任期が明記された規程等を添付くださいますようお願いします。 

10 ○9 欄は、依頼状に対する金沢大学長からの回答の要・不要について記入願います。記入がない場合は、

不要と判断させていただきます。 

11 ○10 欄は、本学教職員の兼業等に対する外部からの開示請求があった場合、開示に差し支えのある項目

があれば、チェック願います。 

12 太枠外は、本学使用欄ですので記入不要です。 


